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2 Up-5　･生活改善同盟会に関する研究　４

　　　　　　一大正９年の文部省主催生活改善講習会における住宅関係の講演内容についてー

　　　　　　　　　　　　　○昭和女大　礒野さとみ　　　東工大附属工高　内ヨ青蔵

　生活改善同盟会は、最初に発表した7住宅改善の方針』を基として、改善内容の調査検

討及び改善内容の出版物による発表や、理想的モデル住宅として平和博文化村への小住宅

出品を行っている。住宅改善の方針に始まる住宅改良の提案内容を検討した住宅改善調査

委員会の主要委員である佐野利器・田村郡ト木檜恕一は、委員会設立前の同盟会発会式の

翌日から始まった文部省主催の生活改善講習会で、住宅改善関係の講演を行っている。本

研究では、二の生活改善講習会で行われた３名の講演内容について報告する。

　生活改善講習会は、第一回社会教育講習会として文部省主催のもと大正９年１月26H

から一週間に亘り東京の女子高等師範学校で開催された。講習会では講演は１工題あり、

その内３題が住宅関係である。佐野は講演7住宅改善ｺﾞで住宅の利便・衛生・保安及び都

市住居について、木檜は講演｢住宅家具｣で家具改善の目的、政策上・経済上の改良の要

点、工芸教育の改善について、田村は講演｢庭園について｣で休養の場として住宅の庭園

と都市の公園についてそれぞれ話をしている。同盟会は、大正９年７月『住宅改善の方針』

として、1)住宅は椅子式に、2)住宅の間取りを家族本位に、3)住宅の構造及び設備は衛生

及び防災等実用に重きを置く、4)庭園は保険防災等の実用重視、5)家具は堅牢に、6)大都

市での共同住宅アパートメント・田園都市施設の奨励、の６項目を発表しているが、この

６項目と３講師の講演内容を照合すると、佐野は1)2)3)6)、田村は4)、木檜は1)5)を含む

内容であることが判る。このことから生活改善講習会の講演内容は、生活改善同盟会が発

表する『住宅改善の方針』の根底を成す内容であったと考えることが出来る。

2 Up-6 バーリントン・ハウスに関する研究　一設計者の検討一

日本女大家政　野々山　玲子

目的　英国17世紀の代表的なカントリー・ハウスであるバーリントン・ハウス

(Burlington House)は、今日においてもその設計者が明らかでない。最終的な持ち主とな

る、第一一代バーリントン伯爵(the first Earl of BurlLngton)がどのような住まい方をし

ていたかを考究するためにも、その設計者について考察する必要がある。その設計に関す

る事実の可能性として、５つの仮説をたて、それぞれの比較を含めて各説について検討し、

それらの妥当性を考察する。

方法　今回は、建設当初から現代に至るまでバーリントン・ハウスの調査を詳細に行って

いるFサーヴェイ・オブ・ロンドン(Survey of Ｌｏｎｄｏｎ)｡を中心として、17世紀英国貴族

の日記、および建設費に関する資料等、バーリントン・ハウスに関する文献・資料に散見

される記述全てをもとにしながら、その設計者のあらゆる可能性を導き、そこから仮説を

組み立てて、検討を試みる。

結果　土地の最初の持ち主であるジョン・デナム(Sir John Denham, -1668)が、バーリン

トン・ハウスの設計に何らかの形で従事したことが明らかとなったばかりでなく、さらに

17世紀の代表的な建築家であるヒュー・メイ(Hugh May. 1622･84)、あるいはジョン・ウェ

ッブ(John Webb. 161ト1672)が、第一代バーリントン伯爵との関係から、バーリントン・

ハウスの設計に関わりがある可能性が考えられることを明らかにした。
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